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論 文 内 容 の 要 旨

 目的

 膵頭部癌に対する手術術式の選択に関しては膵全摘

を基本術式とする施設あるいは膵：頭切除を基本術式と

する施設とさまざまで，いまだ明確な基準がないのが

現状である．そこで著者は病理学的見地から膵全摘の

適応基準を確立すべく膵頭部癌（膵管癌）80例を対象

に膵全摘の適応を左右する，1．癌腫の知内連続性進

展，2．膵内鳶頭続性癌病巣および，3．膵癌取り扱い

規約に則って脾門部リンパ節（No．10），脾動脈幹リン

パ節（No．11）および下膵リンパ節（No，18）への転

移状況の3点について検討した．

 対象および方法

 1968年1月から1984年12月末までに東京女子医科大

学消化器病センターで経験した膵頭部癌切除115例の

うち病理組織学的検討が可能であった膵1全摘17例およ

び膵頭切除63例，あわせて80例を対象にした．切除標

本を20％ホルマリンで固定後切除膵を5mm間隔の連

続全割切片にし，同時に摘出されたリンパ節を膵癌取

り扱い規約に則って分類し，これらをHematoxylin－

Eosin染色後光顕的に観察した．

 膵全摘例については，1，癌腫の膵内連続性進展，2．

膵内非連続性癌病巣および膵管上皮の異型度，3．リン

パ節転移状況を，膵頭切除例については，1．膵切除断

端癌遺残の有無，2．リンパ節転移状況といった膵全摘

の適応にかかわる病理組織学的因子を検討した．

 結果

 1）膵全摘17例の検討：
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 1．癌腫の尾側への高度の膵内連続性進展は6例

（35，3％）に認められた．

 2。膵内非連続性癌病巣あるいは主病巣から遠く離

れた部位に膵管上皮の高度異型は1例も認められな

かった．

 3．癌腫が膵頭部に限局した場合No，10， No．11あ

るいはNo．18のリンパ節のいずれかへの転移が認め

られたのは2例（11．8％）であった．

 2）膵頭切除63例の検討：

 1．膵切除断端癌遺残は12例（19．0％）に認められた

が，うち3例は切除線上には癌細胞は認められなかっ

た．

 2．No．10， No．11， No，18のリンパ節のいずれか

への転移が認められたのは2例（3．2％）であった．

 考察および結論

 膵全摘17例および膵頭切除63例あわせて80例の膵頭

部癌（膵管癌）を対象として病理組織学的検討をおこ

ない膵全摘の適応にかかわる病理組織学的因子一主と

して1．癌腫の膵内連続性進展，2．膵内非連続性癌病

巣および，3．リンパ節転移，特にNo．10， No． ll， No．

18への転移の3点一を検討し以下の結論を得た。

 1．癌腫の膵内連続性進展からみて膵頭部癌に対す

る膵全摘の適応があったと考えられたのは膵全摘17例

のうち6例と膵頭切除63例のうち9例あわせて80例中

15例（18．8％）で癌腫の膵内連続性進展が膵全摘の適

応を左右する最も大きな因子であった．

 2．膵内非連続性癌病巣は膵全摘17例中1例も認め
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られず諸家の主張に反しその頻度は低いと考えられ

た．

 3．脾門部リンパ節，脾動脈幹リンパ節および下膵リ

ンパ節のいずれかへの転移は癌腫が膵頭部に限局する

場合自験80例中4例（5．0％）にすぎずその頻度はきわ

めて低くリンパ節郭清の目的での膵全摘は無意味と考

えられた．

 従って，癌腫の膵内連続性進展に関し術中迅速病理

組織診にて膵切除断端癌浸潤の有無の検索をすること

により膵全摘の要否の決定ができると考えられた．

論 文 審 査 の 要 旨

 本研究は膵頭部癌に対する膵全摘の要否を決定する病理組織学的因子について，膵全摘17例および

膵頭切除63例あおせて80例の膵頭部癌（膵管癌）を対象に検討し，癌腫の膵内連続性進展（80例中15

例，18．8％）が膵全摘の適応を左右する最も大きな因子であることを，また膵内非連続性癌病巣（膵

全摘17例中0例，0．0％）および脾門部，脾動脈幹，膵：下縁リンパ節への転移（80例中4例，5，0％）

の頻度はきわめて低いことを明らかにしたもので，膵頭部癌に対する手術術式を選択する上で学術上

価値あるものと認める．
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